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1 映画と上海

中間fJ央i甑と言えば上海、ということに相場が決まってしまう 9 だが、なぜ上

海なのか、そしてまた11央磁が始まったと認の上海はどのような都市空間であり社

会環境であったのかについて、近代史研究では、社会経済史的側面からの詳細

な考誌が行われているものの川、社会生活の中での娯楽文化としての視点で

は、あまり i鳴らかにされているとは言い難い。…方[1央郵史においては、 1905

在中間映画百周年の起点と措定する言説がIjJ高をきかせているがω、そもそ

も、 1905年に初めて中!盟国産映画が撮影されたとする認定自体、再検討して

も良い余地を含むと克なされる。試行としてや一時的な境影ではなく、 i快街撮

影の組織と態勢が生まれ、恒常的に作品としての菌産税部が生み出され、映画

興行、さらに経常的な峡蕗放11央が定着するには、もう少し時間を下らなければ

実態は現れて来ないっ

抗日戦争前の十年間が上海娯楽文化の形成発展期であ

ることを、映前jや芝居の上演隆盛と都市娯楽文化の興降の調査から究明してい

る問。中国留漆11央ばかりでなく、外i童映i認にも視野を広げて考察した点は

評部に締するものの、しかし、抗戦前十年と言うと、 1927年からとなり、こ

れでは、すでに映鶴舘、映画lI撮影組織等がすでに基本的に整備された後となり、

興降期の動態を捉え損なうおそれが生じる。

本穣では、このように上海に映商が移入され、その後菌産峡蕗が岳製される

にいたる過程を探究する一助として、 1920年代の上海峡甑環境を検証するこ

ととする。

2. 1920年代上海発展途上の都市

1920年代というと、我が留ではしばしば引き合いに出されるレポートがあ

る。芥)11龍之介の f支那拐、記』である。日本文学の研究では、芥)11の中国漢学

への造詣、志向の一斑を示すものと認められることが多い。
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しかし、芥Hlが報告する 1921年の上海は、まさに「蛮1:1むとして11震棄され

るばかりで、その後の「魔者11J 言説とは大きな距離がある。また、芥)l'が

城のJ!hJ と賛美する北京が、客観的にはそれほど美化されるに値する都市では

なかったことも明らかなことである。はたして、芥)11は「見るべきものはすべ

て見たJ のか、あるいは見落としたのかについては、すでに別に論究した (4)

のでここでは繰り返さないが、ほとんど間じ時期に、芥)11とは逆のコースで北

京から上海へと旅したエロシヱンコと比べると、芥)11の兇閣は時代の制約を受

けたものであるとともに、芥)11の芝、!苅を如実に反映したものであることも判明

する。その白賭した上海、北京は、 i時代の様相を色濃く緩い、大きな変動の最

中にあったと考えるのが妥当である Q

1920年代初頭の上海は、いまだ繁栄の坂道を登り初めていない時期であり、

一方の北京は衰退の坂道を転げ落ちてはいない時期、それが芥HIとエロシェン

コが遭遇した 1921 年という i時代であった。この両都市の変容の動的実fl~ を見

通す視点を抜きに芥)11のレポートを読むのでは、大きな偏りを生むはずだ。

こうした 1920年代の上海を考察することは、上海が近代都市として大きく

飛躍、変貌する過程を追跡することと軌をーにする。上海のi映画産業、 i映1蕗興

行を基軸に考察することは、こうした上海の急成長、大膨張の…端を探ること

であるとともに、中国の近代社会生活、上演事業、娯楽等のサブカルチャ一、

そして近代都市生活入の意識の生成過程を探索することにも連なる。

上海の都市としての形成については、すでに一定の究明が進められているの

で、ここでは、上海の都市形成の性格とその過程を見る一例として、その人口

膨張の過程を見ておこう。

公共，法租界合計人口推移(単位:人/~上海穏界志Jl (5)に基づき集計)

年 中盟人 外国人 総計 年 中国人 外国人 総計

1865 146，052 2，757 148，809 1.915 766，996 20，924 787，920 
1890 208，851 生265 213，116 1920 926，506 26，869 953，375 
1895 292，753 5，114 297，867 1925 1，099，540 37，758 1，137，298 
1.900 436，922 7，396 444，318 1930 1，393，282 49，393 1，442，675 
1905 548，848 12，328 561，176 1.936 1，595，958 62，540 1，658，498 
1910 602，505 15，002 617，507 1942 2，353，664 86，389 2，440，053 

この人口膨張の推移から分かることは、 1855年に中国人の居住が許可され

て以来、上海租界における人口比率はほぼ一貫して変わりがなく、 97%以上

が中国人だったということだ。また、人口増加にはいくつかの山があり、大き

な社会変動と戦乱が、その図をなしていることも明らかだ。

(28J 



1865年から 1900年までの 35年間での人口増加は、 30万人程度だが、そ

の後の 1915年までの 15年間に 35万ノ¥増加しており、さらに次の 10年間で

35 入、そのまた 10年後に 50万人が増加しているりしかも、その圧倒的多

数が中国人だ。これは、上海の街の形成過程の実相を示すものと言えるが、租

界は、三回の拡張を経て拡大したことが、第一の理由に挙げられる。 1895年

から 1900年の人口増加は、これに当たる。次には、その時々での局辺の戦乱

のため、租界に難を逃れる 1=1:11室i人の流入が、人口増の大きな要因となっている。

つまり、租界を中心とするよ海は、当初から「移民」によって形成された都市

であり、中宙人による移住者のガが、むしろ大きな比重を占めていた。

人I:l膨張から克ても、上海の発展期は、大きく分けて 1860年前後、 1900

年代初め、そして 1920年代半ばの三回がピークであったと言えよう。

もちろん、中燈人が圧倒的多数を占めるとはいえ、その統治の実権が英米仏

を中心とした外留ノ¥の手に援られていたことは無千見し得ない。しかし、イギリ

ス人の支配権と生活基盤が確立した 1870年代と、その 40年後の社会生活、

特に娯楽文化、遊興の世界で、政治的経済的優位者の意向だけが貫徹されると

は考えにくい。特に、第一tt!:界大戦を境にした変転、英仏の地位が相対的に低

下し、これに代わって米自が進出したことによる構造変化は、租界の性格を変

容させるものであったろう。人口比率からすれば 97%以上が中間人によって

i主められる都市で、一九世紀までは政治支配がその通り吋i富民地」的であった

として、少なくとも第一次大戦後の社会生活、日々の余暇の過ごし方、遊興、

娯楽の世界にあってもなお、 f手i富良都市j とだけ決めつけるのでは説得力を欠

くっ

ましてや、第一次世界大戦を経て 1920年代に入ると、外留人の関でも、階

務分化、序列化が進み、西洋人だからといって支配的地位に就けないロシア人

のような存在も出現する。一方で、公共和界では 1928年から中宙人参事が席

を I~め、司法民都市」という構図は徐々に揺らぎ始め、中国人であるか外国人

であるかが大きな指標となるより、誰でも一山当てることができる新興都市と

しての性格の方が上回り始めたと見るべきではないか。その人口構成、都市膨

張の過程、娯楽施設、システムの開拓、拡充の進み呉合からすれば、むしろ

「移民都市j というとらえ方の方が実相を映した位置づけと考えられる。

3. 都市娯楽文化の開花

公共視界での土地章援の度重なる更改と、仏租界での拡張とによって租界は
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膨張し、これにつれて中国入居住者も飛躍的に増大した。租界に読入してきた

中国人は大きく分けるとJ三種類で、事{1溜穏(買弁を合む)、

等雑業肉体労働者とされる。その出身地は、江蘇、訪山:を筆頭とし、そこから

少し水を空けられて広東が続く状態であった。また、苦力等肉体労働従事者で

は、圧倒的に江北(江蘇省の長江以::lt)出身者によって占められていた(針。

入力車の車夫も、港湾の荷役作業も、これらむ:北出身のj詔強なる壮]ーによって

供給されていたの。

こうした富裕貧窮南端のIUJで、徐々に勢力を増し、数量としても増加してい

ったのが古都市中間穏であり、その成長と増加が、ちょうど第一次世界大戦前

後から第二次世界大戦にかけてであった。この中間j習は、料q噂j欝ほど資産や資

金を豊蓄に蓄えてはいないが、貧窮震がほぼその日暮らしであったのに比べ

多少の金銭的余裕を備えるに至っていた。代表的な労働者地区である福間の曹

家殺での 1917年の調査では、 5人家族の労働者家庭の一ヶ月の生活費には

15元が必要であったと言う刷。ところが不熱線労働者や女工、年少工の月給

は、 10元未満の場合が多く、入力車夫などでは一日の収誌が 7"-'81為がせい

ぜ、いであり、彼らの 1E::lの生活にかかる務費用も、ちょうどこれとほぼ同額あ

ったと言う例。一方、熟練工や事務職等のホワイトカラー、新i商社や出版社

の社員層では、 40'" 100元程度の収入が得られたと言われる (1引っ貧窮層は

確かに多数を占めてはいたが、一方でこうした経祷的に多少のゆとちを備えた

中間層が成長しつつあったことに注目しておきたい。こういう中間騒こそが、

購買消費の大きな顧客であり娯楽文化の主要な観衆となるから

こうした都市中間寝の成長を背景として、 1912年に、演楚九、経潟三が九

江路の新新舞台屋上に上海初の娯楽場「機外機j を開業する 9 彼らはこの好業

カを{寺て、いて 1915勾三には、 !差別君、

娯楽遊技場「新世界」を開業するに至IJる。

飲食j高等を被合化した総合

1917年には、上海初のデパート先施(シンシア)公司が「屋上楽観J を備

えて開業し、南京路が、その西側に商業繁華街の性格を付け加えるようになる。

さらに向年、資楚九が仏租界に 1:T1蛮最大の娯楽場 f大世界遊楽場J を開業し、

また 1918年には、震上に遊技場「天紛楼j を備えた永安公司(オーストラリ

ア華僑資本)が、先施公司の向かい側に開業する。上海の娯楽文化は、その器

が整備されるにつれ急速にその坂道を登り始める。

このように、消費を促すデパートや娯楽の新しい形を提供する「遊楽場j が

建てられ、消費生活と娯楽を享受する場が格段に拡充するのに先立ち、出来の
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娯楽の場であった芝居小屋の方も、すでに改装刷新が進められていたっ上海の

劇場は、もともと京劇等の II]J~Ú上演の場として、 1866 年に「満庭、

i案IJ等の劇場が、「茶と称して租界内にi現場された。その後、 二O世紀に

入っても、 1900年代から辛亥革命を挟んで 1910年代にかけて、 Jニ海のショ

ーピジネスの主流は芝府であり、京劇を始め、著名俳優が各茶簡で興行を行い、

客を集めていた。 r茶i霊IJと称される飲食を伴う茶舘を合わせたような麟場で

上演されるのが通例であったが、 1908年に新舞台が、北京の戯院とは異なる

劇場を誕生させたりこれは、客席が舞台を向き、入場券を先払いする、近代的

なスタイルを採用したが、このスタイルの「劇場j は瞬く間に上海に浸透して

いったハこの スタイル、システムを採用した劇場は、 1910年に「大舞

台Jが、翌 1911年に「歌舞台Jr群舞台Jr丹桂第一台」が裕次いで開場するっ

さらに「新新舞台」、「醒舞台Jr詫舞台j が続き、 1915年には f共舞台j 等

もあとに続いた。

、1896年 8Pl 11日に上海の徐箆で上映されたのが、 l中菌最初の峡i麗

放映とされるが、この峡i珂は、劇映i認やストーリー性のあるものではなく、

!ゅ見せ物j として動く絵が見られるという程度のものと推定される。徐僅iが

何時I~Æ に j:H した広告( 11)を見れば、!日暦七月で、花火の合間に f西洋影戯」

が、動く絵として客引きに使われた様子が窺える。映画が、定まった場所で恒

常的に上映されるのは、これより 10l'手ほど下った、 1立紀を跨った後のことと

なる。

ヰ， 常設映麗鎮の誕生から定着

最初の常設映沼館が出現したの誌、 1908年である。スペイン人A.

ラモス(脅務斯)が、海寧路と乍浦路のi者東角にi暖席数 250余のトタン張り

の虹!コ活動影戯i習を開設したのが、それである。もとは、スケートリンクであ

ったという。これに先立ち、ラモスは、 1904年に福封切告の青蓮閣で最初の映

画興行も行っていたが、いよいよ常設館開設の運びとなったのであろう。ラモ

スは、続いて 1909年には、釦:1コ活動影戯閣から海寧路を西に荏メート ]yほど

離れた地点、間)11北路と交叉する北東角に維多幸IJ5:a(どクトリア)影戯践を開

く。

1910年には、ポJyトガル人ハーツパー(都思倍/S.O.Hertzberg)によ

って、愛普蔵(アポロ)活動影戯院が四)11北路と海寧路が交叉する北西角に開

館する。すでに開館した虹口、維多ギとは、実に自と鼻の先、特に維多利52
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とは、!l]}!I北路を挟んですぐ向かい鰯である。

191:3年には、現海寧路と沼北路の交叉点北東角(愛普!麗からヘ 50メ

ートル弱)の場所に、英国人林発(1)ンハット'7)がi鳴感梨闘を潔い取って、

愛'倫(アイリーン)活動影戯院を I~号館する。こうして、ようやく後続の;常設映

i函館が誕生しつつあった機運の中、先行したラモスは、さらに静安寺路(現南

京商路)に要令配克(オリンピック)影戯院を開き、Il央館の開業機運に新生

i認を開く。 1914 年 9 月 81ヨに I~書館したこの褒令配克は、それまで、の IJ央部小康

でしかなかった11央郵館とは…線を臨す、高級で優雅な娯楽場を提供した。たと

えば切符代金を見ると、虹 iコ界i壊に I~m舘した初期の 11央部館が、大(本一等 3 角、

2角、三等席]角であったのに対し、要令i記克は桟敷}需を備え、これが

1.5元、上等席が1.2元、そして最低が 8角という設定だった (J2)o 8角と

ば、当時の入力車夫が一日中走り回って得られる収入に I~敵した。

こうして、 1910年を挟んだ数年のあいだに、にわかに起こった映揺館開業

の動きは、 1914:Ej三からの第一次世界大戦で、一時冷却のやむなきにいたる Q

世界大戦が終結した 1918 年秋以降、上海で、のIl央TIlli館 I~書館熱は再燃し、大戦前

の5館が、 1922年末までの 4年間で 12館にまで向勃1]する。その 12館は次の

通りだ。

1.上海大J戯院 (1917年6月開業;北間}!I路虫しむ:路)2.愛普j巌影戯続 CWH母)

3.雄多手IJ亜影戯!涜(前掲)4.夏令配克影戯i詫(前掲)6.新愛倫影戯i涜(前掲)

6.共和活動影戯!境 (19日年開業;南市部門方浜橋<:ml=!コ華路方tJ羽詰!コ))7. 

i雇江影議院 (1914年「東和活動影戯j題」として開業後転売改称;武/話路乍浦

路角)8. -F徳影戯段(1917年開業:智徳路〈現石門二路新開路仁]))9. 大

影戯続(前掲)10.万!認影戯i涜 (1917年9月開業:東熊翠徳路〈現東長治路))

11.窓派毘影戯i涜 (1921年開業:八uD橋議飛路IJく現推海中路龍!ヨliH告[1))12. 

法i語大影戯院 (1921年開業;三洋淫橋南吉祥街中〈現在沼南路))(18) 

この 12 舘の分布を見ると(末尾「上海老電影~完分布@J 参照)、先行の 5

館が虹口に偏在したのにかし、中国人街である南iiJ(共和活動影戯続)、仏租

界(思派2影戯院と法i語大影戯続)、そして公共租界の中区(現黄浦区)の静

安寺路から競馬場北側思辺(夏令配克影戯院と示徳、影戯!涜)に進出しているこ

とが註自される。当時の娯楽、遊興の一等地は》福チ1'1路の西側から競馬場まで

の辺りか、芝居小屋はこれに加えて南市の11に勢いがあったから、映画館は、

まだそのj奇縁部でようやく地歩を築き始めたと蓄える程度であった。ただ、虹

iコ大影Ixl箆も夏令配克も外国人の経営であるのに対し、上海大i戯院が中間資本
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であることなど、映i商事業が徐々に中間人の子に移り始めたことも見て取れる。

19221:1三の末に 12館に;達した上海の!映[函館は、その後も開業の勢いをi脅し

て行く。翌 1923年に入ると、 2月 913に“骨髄登(カー)1，，-トン)大戯院が派克

路(現黄河路)に開館するが(]4)、官爾登は、すでにダンスホーんとホテルを

営業しており、定評あるダンスホールの楽団が!挟臨舘の伴奏をすることで映留

に付加1ilJi備を付-けていた。また、この{三登開業の一週間後の 2月 16日には、

競j35場を挟んでほぼその南側に当たる六馬路(現北海路)に、!事江大j鼓院が開

館する。ここは、もともと京劇などの芝居を上演した申江亦舞台であり、その

舞台からの転業であった。そして、この申江大i戯院は、開館当初から i中i君臨産

u央腐の上映に特色をl:l:lし、 31:!三後の 1925年からは中国間産映上11央専業へと

特化して行くの

こうして増加を続けた上海のu央部館は、 1920年代の 10年間で、上海租界

内の館数がほぼ情増することになる。たとえば、『長友~ 1931年 10月号第

62 共~のグラビア寅には 21 館が掲載紹介されており(川、映}車j館急増の趨勢が

るつ

1922年までの増加に比べ、 1920年代の 10年間の映商館新規開館は、上海

の各IZにわた号、それこそ上海中に満遍なく n央臨館が行き渡り、なおかつ豪華

で最新設{詣を備える充実の様相を呈する。特に、 1928年 11月 11日に、一等

地である競馬場近辺に新たに開館した大光明影戯腕(静安寺路)は、先行の-1三

樹登大戯践のすぐi者i境に位置し、上海随一の規模と豪華さを誇る日央郵舘として、

その後長く し続けて行く。

ただし、この 21館は、 1922年に営業していた映函館がすべて残存したわ

けではなく、経営者が代わって改称して再出発するところもあり、単純に倍増

とは言えないものだ。 1922年末時点から'営業を続けていたのは、 193]年 10

月時点では夏令配克大戯院、上海大戯続、釦~Iコ大戯院の 3館だけでしかない。

上j毎年次別映画館開館数げと海電影志~ (16) r大特己j及び均執謁載閉幕広告等に基づき集計)

年 舘数 年 館数 年 館数 年 館数 年 館数 年 館数

1908 1111915 1111922 m 19:29 4~ 1936 01 1943 1 
1909 H 1916 011 1923 411 1930 811 1937 m 1944 。
1910 H 1917 m 1924 211 1931 311 1938 oi 1945 1 
1911 01 1918 0111925 1111932 611 1939 tコ
1912 0111919 0111926 211 1933 3i 1940 っ;計未4確定不6明5 
1913 1111920 1111927 11 1934 1111941 13 
1914 211 1921 2~ 1928 3111935 11 1942 1 
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日央自TI鎮の開館を年次ごとにまとめると上衰の通りとなる。最盛時に営業して

いたIl央臨餓は 50鯨程度と推定されるが、それぞれ盛衰浮沈があるため、延べ

数ではもっと多く、 80館近くがi謡館したことが記録として確認できる。その

中には、夏場だけ営業の露天11央部貧富も含まれ、たとえば虹IJに開設された消夏

とf1~1詔露天霞影場がちそれぞれ 1923、 24 年頃に術館しており、静

安寺路(現在の南京高路)には製喬治露天影戯院と大葉飯宣言夫影戯場が、そ

れぞれ 1924年 25年に開館しているが、ここではそれを計j二していない。

1908尊から 19年までの 12年間に 10館が開業し、 20年 21年に 3館が開

業したはずだが、すでに見たとおり、 1922年末に営業していたII央闘館は 12

館であった。続いて 1920年から 291:1三までの 10年間には新規に 20館が開館

したがも 1931年の『良友』の紹介では営業館は 31t槙であった。さらに 19::30

年から 39 年までの 10 年間には 27 舘がI~m館している。単純な開館数としては、

1930年代の7Jが上回っているが、 1920年代の 20館開館は、多様な可能性(た

とえば上記の露天影戯院など〕を探求した上昇期の勢いを示すものと見てよい

だろう。

こうして上海の11央函館は、 1930年代半ばには 41館、公共租界内 26í~言、仏

租界 i今日館、悲界内 4 館に達する。また工部局の統計では、 19~36 年の上映

作品は劇映 457本、ニュースu央闘1，211本という(17)。

5. 映画放映状況

このように、 1908年にようやく峨々の予告を上げた 11央商放映事業は、その議

急速に娯楽の中心のj主に駆けとがり、寅興行の王座の{立寵にあった戯曲に迫

る勢いとなるが、その時期が 1920年代と言えるだろう。日央騒が、観客の心を

射止め、集客力を強める上で大きな効果を j二げたのは、劇場にかかる作品が

次々と新作、新片を提供できたことによろう。当時の上海の映画館では、

の映留が2週間に渡って上映され続けることはほとんどなく、長くても l遊間

程度、通常は 3~413 で 1 劇場を終え、次の映画館に i話される配給形態であっ

7こ。

そこで、このように頻繁に上映作品を更新し、新しい作品で観客の足をiJlき

寄せることができた!l央習館では、どのような作i誌を放映していたのかを探索す

ることとなる。この探求に有力な手がかりとなるのは、新聞に掲載される毎日

の映画館の上映広告だ。上海には、 1872年以来!rl=!ヨ報』が発行されており、

1890年代以i礁は芝居の広告が毎日の紙面に載るようになっていた。
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ただし、 1~108 年に !Jl:l館した ~\I Illí~-弱を初めとする初HJJ (j) !Jl:j tn'; 11央IiIlI自(iは、

こうした新11rl丘、(iJを、 1Jl:Jtü~げをも i長らく IUfrfí) しなし\ 1910 1r:1tにノ¥ってからは、

待 IIY~ pllj t(l'( /)¥' L IIV~Jl~ ~.l I'を射す主するようになったものの、そのJL~Ii- (j) Jf:; J:~'主十射めて

簡単なもので、 作Ilfll，(iは特定しにくい。 たとえば、 j れ9汁]3f年|ド主弓草詳手れに愛{伶d命江訂川jむ活iG近15命酎弱動j:彩;形与

}政iCU弘'[νl

ツブして|リj;討f良詐5切刊D'担i司引i

している O 記録・ニュースプイルムとたlí;~ì 0) I 出 r!f.本、そしてりEJ~ljJ と

称するドラマを出11みてTわせているが、U'，lilIIO)実態は今ひとつよく分からない。

このn:;式は、そω後もしばらく続き、定期的に新11誌に11央iillIJ五日ブジ掲載され、

かっその)よ?Iが11央IIIifのによって訴求されるようになるのは、 1920年代に

さしかかってからとなる。

、Ijl@j 山由iωiI)lJ行:は、 19Cο)91年1下三に米i出茸人べンジヤミン‘プラスキ一

( イ拘布iいりi

でで、試hをれ行:うが、 ] 91:3 {Fに張石川、壊れF秋、 H俊主lJらが新民公司を組織した

1:で、時在)(<<t({:去』等十余部を制行Jして、何年初のi茸j主i決断を封切っていた c

しかし、その後の第_.-:j，く位界大戦によりフィルムの供給が途絶え、この盟主It!i~;i 

H(~戯公 ìlJ は頓捜してしまっていた。

cija次大戦誇の 1918年、 1m務印書館が活動影戯部を設立してi映!許可制作に乗

り 1+1 すが、その fr"111111 が実 i探(こ IW~ Ii1] ÎtlÙ(こ掛かるのは、 19 1:下以 1\孝となる。 1921

;fにはIjr 岐研究ネー1:/)¥' ~Ifm出生』を封切り J-_I映し、 i二百戯公flJが 1922

1)Jに『海を、さらにお影片公司が『紅粉J を何年 5}ヲに公1mし、ょう

やく l量産車1]1州場ifi;iJ作の機運がおまってきていた。こういう中で、 1922年の 2

JJにiり3 片)j引分公司が設u:してIt-I凶[)iIJ定患1]1映IHijの態勢が整ってきたところだ

ったど
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したがって、 1908年に虹1]活動影戯!認が開館して以来、この 1920年代初

頭までの問、映画館で j二映されたものは、基本的に外関u央臨であった。しかも、

そこでで、1拾如:Jl

まりはつきりした?形1怒三でで、は示されないのである。ここでは、そのf乍i詰名

で明示されるようになり、，*'悶l語産税関と競合し合い始めた 1924年 1月

の放映作品(作品本数は 111本)のi望日Ij分類を児てみよう。

中間関産 ] 8本 /111本 16.2% 

1.孤児救抱記(]923明選影片)/2.死好賭 (1921商務E:j]書舘)/3.蓮花落

(1923商務印書館) /4.紅粉(1921新組影片) /5.天議 (1923上海影戯)

/6.拾遺記 (1922高務印書館) /7.車中盗 (J920商務印欝館) /8.張欣

(19221明翠影片)/9.頑童 (1922上海影麟) /10.孝婦築 (1923商務印

/11.海誓 (1921上海影戯)/12.王生夢(?中間滑稽趣片) /1:3.棄

(1923上海影戯)/14.態大捉賊 (192]商務i明書:館)/日.天女散花

荷務印欝館;梅翻芳)/16.李大少 (1921商務!::jJ書館)/17.持工之愛情

明星影片)/18.滑稽大王瀞揺記 (1922I明

アメリカ 44 本 /111 本 ~39.69も

1.自由誤 (1922The F1irt/危険なる姑女時代) /2. 蓮過険記 (1914The 

Pel廿Sof PauHne; Pearl White賢蓮)/3.跳嫌熱 TheDancin‘ 

ダンス狂) /4.織路英雄(1923Westbωnd 西部行特別列車)/

5.何事顧癒 (1923Why fJaroJd 空域計/巨人1TI:Blu/日.過人

不淑 (1922Stardust/翠の病) /7.寓人之妻 (1922Rich Men' s ¥Viveぉ/母

よ恋し)/8.侠盗擢賓漢 (1922Dougl部 Fairbanks沼朋克/ロピンフッド)

/9. Price (1921 Peaγ1 White宵蓮/真性の愛)/iO.喪議女児(1920

The Li ttle' Fraid 怖えし少女) /11.車市夢 (1921 & 

J oker; Sydney Chaplin) / 12.女中丈夫 (1924A of QuaJity; 

Valli/女性の輝き) /13.風流水手 (1921A Sailor-Made Man; Harold 

Lloyd/ロイドの水兵) /14.愛情神聖 (1920米 TheRight to 愛する

権利)等

フランス 2本/111本 1.8% 

L小j語j古 (1919法 LePetit /2.図禍得福(法関著名長片)

未特定 47本/111本 42.3% 

1.獣戯 (7Animal Acting as Men) / 2.耳1)蘇本 紀 (7The Life of Jesus 

Christ) /3.風流女子/4.救国英雄/5.磯鑓幡/6.貿光箱/7.玉潔涼清/

(36J 



8.金銭檎/9.鍛路溺110.!::IJ度大盗/11.為父復仇/12.畏綴情人にhaplin?)

/13. /1援 J~寺院 (ChapJi n?) / 14.斐がHJ慈険記/15.稿!麹賊/16.恐怖議/

17.難兄難弟等

1925年 1月放映作品(作品本数は 58本)では、 i中爵関 日本で

25.9%、ーアiのアメリカ税額は、 15~で 25.9%。プランス映i逝が 3 本の 5.2% 、

ドイツj快臓とデンマークIJ央臓が各 1 で1.7%を占めている。ただし、ここで

も未特定(外関製)の作品が 23本、 39.7%存症している。

J;)¥J::の上映j広告の集計から、 1924年について言えば、特定できたものだけ

で兜ると、アメリカi決i溜44本 39.6%に対し中関i車産映踊が 18本 16.2%であ

るから、半分近くとかなり善戦しているようにも見える。しかし、このほかに

特定できていない 47 42.3%の作品のほとんどはアメリカ映留と推定される

から、 80偽近くを占めるアメ 1)カ映磁の独壊場と言える状態である。

も、 i中国国産i映画は 15本で 25.9%と4分の 1を占めるが、この年

がi場!替の 1月末に入り新開広告の掲載数が減ったためげ申報』は、

まで休刊)、総数が少なかったことによるもので、中盟

関産!l央磁そのものの数は増えてはいない。アメリ力候簡も、特定できたものだ

けで言えば 15~で 25.9協と中国国産日央郵と変わりないが、ここでも未特定の

23本 39.79もの作品の大多数がアメリカ産と想定できるので、 3分の 2はアメ

ワカ峡闘によって占められていたことになるつアメリカ以外の外留映i習は、フ

ランス税調もドイツ峡臨も、デンマーク映画などもあるものの、その数は極め

て少ないことが分かるつ

1920年代学ばの 24年 25年を克た限りでは、圧倒的にアメリカ映画が映函

館を賑わす状態であったと認定できる。

5. 結びiこ代えてー映画鎮の差別化と立地

以上、 1920年代に興隆の緒に就いた上海映画事業の一端を見た。この後、

1930年代中盤にかけて、映画館の開館、作品の供給、そしてその賞的向上が

さらに上向きに展開する。その基本的な雛型は 3 すでにこの 1920年代に形成

されていたと見ることが可能だろう。 1930年代では、映画館館数が増加する

とともに格付けや系列がさらに細やかに形成され、また地域的にも、広範囲に

わたって開設されてゆく。租界の中心部だけでなく、市前地からやや離れた橿

西の曹家渡(前Ij:lの労働者地区)やその北西の普詑にも、さらには租界東端の

揚樹浦あたりまで映磁館が開館するにいたる。また、比較的手薄であったフラ
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ンス組界的在日にも、 i錆心大戯|焼 1年 12Fi)や悶泰大戯i民(キャセイ:

1982年 1丹)など、現広も常業を続ける11央i副館が誕生するのこうして 19:30

から 40年代にかけて、 i瓦飛路(1賀市海中路)から愛多間路(現延

路)沿いに新央{同館が開館してゆくの

したi則的指は、ヨ当初}はj笥j録音13で、河11寺の主流であった

とは I~H~れたところで需'まれたのこの玉県出については、劇地

悼すが取り仕切る世界)とは別の世界で始め

ざるを得なかったこととか、虹[Jが波!とj易に近く 1初の想定観客が船員で、あっ

たらしいこととか、

えは今のところ持ち

に進出し、

えられるものの、!接続を得られるような待

いのただ関連いないことは、その後急速に手n界中心部

るにつれ、制楽文化の I~::j

れること

ら30年代にかけて、棋倒館の序列化は進み、夏

に立つだけでなく、上期大戯!涜や奥~主安(オデオ

ン;1925年 10月開館)も…番館として地歩を築いて行しさらに 19:30年

代に入ると大光明影戯院年 6月大光明大戯絵 GrandThωtrE~ として

改装)、臨泰大!議院等も一番館として…流の列にJJIJわるのまた、

が棺場だった i中間興産 fl9~1珂も、時計:大戯 i涜 (1925 年から中央大!主党院と改

称)を専門鑑として地位を高めて行くっそして、このIl央館の序列化、

イヒは、当然観客の民辺拡大を生むとともに，志向の分{ととも

を4縄実質に分類し、

をi藍J安j京語で売るj持層があることを指摘している (1日)。

こうしたその後の展開を見通した上で、各映邸館の序列とその変動、そして

そこでの上映状況を、さらに精散に調査分析しなければならないと考えている丹

本稿は、そのための試行の一環と位鷲づけておきたい。
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注

(f総述J (J996年以降)J 

の5吉11構成;上海志地lL志鯨公室のサイト <11七七p;/jViWv川 hton符必o¥'.cn)

ざる)の百にj躍る専業志の♂幣を締)iXする

2001年11円上海社会科学院H:I版から 1:1:1)¥J3，)地が、詳しい資料を

提供している。我が|主|で、は，\~î1諮孝日IJJ • tî)既忠夫縮~ ~J:M史一一一巨大都市の形成と

人々の常み~ (東方議:J高、 199[')年5月)を初めとする上海史研究会の諸業績が、上

岩手の者llmll~成を多鋭的に探求するの

(2) f:j~1湾料muの始まりを 1905 年とする説は、 W11:!医百影発展史n (税号室主iぞj::k~語、 1963

年2月初版、 1*1関電影出版社)が発信地だ窃 j司有:第 l巻第 1詳第2節:撮7111J¥:!J 1珂影

。)J演で、 1905 <Y{J者
り、大tlllt に )\1~ï1義ち戯闘を I~m殺して

いた日本帰りの撒影技師抗策i壊が、f1Wl議j詩演ずる f定東iluの「議機Jr怒りJJ

鋒j 等の数場面を損影したと記述する(間帯第 2)坂p.14)。さらに向者は、 2手議i官

での扮装写真を f]90ら年131:1と京!32恭11在中m鯨拍JJX戯曲片・N-Wむとして

されたフィルムの N 嶋吉li

であることを説明する根拠はポされてい

2005年、中間大陸では議影百年記念として悶際シンポジウムが掩数1m備されたが、

6 J寺に北京大学と上海大学で間協された「百年中間議影鶴八CSS2005年会j では、

l:j:l盟側研究者からも、このスチル写真への疑問が患されていたの

仮l二、北京嬰泰照相館興で 1905年に『定策の数場i員iが織影されたと認めたと

しても、それは韓台を撮影しただけの「記録j であり、それ安もって作品としての

I:j::q語映簡の始ま切とすることには無期があると考えざ、るを得ないの

(3)胡平生 f抗戦前十年間的上海娯楽社会 (192719:37)一以影車IJ為中心i:JtJ探索』

(合湾学生番局、 2002)

(ヰ)拙稿 と一九二作 J 年 1.:#手・北京との不等号」げすiニ)11龍之介ーその会!]

(5) [上海秘界::;r:~ (間縄築委員会、上海社会科学続出版、 2001年 11月)

(6) 高構孝助・古!既忠夫編 E上海史一一I~I*;Mlí市の形成と人々の常みJl (東方議')21.

1995年5月)pp.73-74 

(7) 菊池敏夫、日本上海史研究会編『上海l職業さまざ、ま~ (勉誠出版、 2002年8月)

p.160 

(8) ~上海史一一i豆大都市の形成と人々の営み~ (前I:lj)1).149 

(9) ~上海職業さまざま~ (前出) j)D.158-159 

(10) 陳 i明迷 f文化人与銭~ (百花文芸出版， 2001年 1月)pp.78-77 

(11) jj' 1~'l報g 1896 年 8 月 10 日に徐砲の広告が掲載され以下の内容が見えるつ .i~)J 七

麦蒙 l司好協f~f~'> tEI河内総没 Jl:(F)e，)字架奇花，兼叙消1111";提彼再j:放奇Jlj焔火。

又~村井演尚洋影斑， 'Kj~ 担J八九WJIJ Iz~渚~~\.余よそ万能，故再!掠 i支出 {jじ両大，以供余箆。

(40) 



特!と10" ここで「間洋1~1践j と体するものが11央前と想定されるが、その内容につい

ては劇11央闘とは ι考えにくい。

(12) 何時Iz~ 1922主，;，:1. 0 J'j 5 I丹、|明壊影片公司Ifj柑檎大王櫛魁記.!I If労 I之愛情』封

切りの i僚の広告によるのこの代金は、 I~~思影片公 l苛j最初jの作品公開のため、多少プ

レミアムが詩いたi:iJ能'Itもあるが、 i司n1. 6 EJのイタリアi映iilliの広告では 2元、 1

のiil日格{寸けがされているから、特に高いとは訴えない設定だ。

(13) W J:I:I 幸I~~ 1922年 12月 28El r-m手戯院一覧J による。

(l 4) 十三階資1:~戯院も切符は?封鎖だった。 WI~'1報.!I 1923年 2月 8日揚載の開館開業広

告によると、花椴 2ゴ亡、包締1.5言、優等IEl邸1元、特等iEI聴61為との1i室付lずであ

ったの

(1行) w良友.!I (こ街戦紹介された 2]舘は、以下の通り:]，光際大戯院(静物院路)

C，ヨpitolTheatre 2，新光大戯腕(寧波路)Strand Theatl司e 3.哀令配克大戯!境(静

安寺路)日mbaおりITheatre 4. 大光IlJ~影戯i境(静安寺路) Gl羽ndTheatre 5，北京

大j裁続(北京路)Pekin♂Theatre 6.巴磐大戯j涜(露飛路) PariぉTheatre 7. J二

i海大 J1t~ I涜(北 II9)11路)ls18 Theatre 8. T!~í 老|護大戯 i涜(百者 i混路) Broadwa.v 

T'h.eatre 9，光準大紋i涜(愛多51!s詰)Kwang Wah TheatJモ 10，骨髄登大戯1涜

(192:3年 2月 9日関長ft.;静安寺路)CarltOll Theatl噌e 11.南京大戯!境(愛多毘路)

N~).nking Theatre 12.輿辿安大!閥抗(.:1七回)11路)Odeon Theatre 13.虹口大法制淀

(乍浦路)1・10n符]{ewCinema 14.市江大戯i涜(郡江路) Chekiang Theatre 15.黄

金大戯|涜(八船橋)Cry吋:alPalace 16.新東方劇場(北田川路)New E加 tern

Theatre 17.東海大戯段(茂海路)The古都ternTheatJ勾e 18.関民大戯j涜(好莱

鳩) (乍浦路) People号 sThe九七re 19.九塁大戯|涜(福照路) Kui Sing Thea七1叩e

20.縞泉大戯院(西雑踏) Foh Sing Thea七re 21.山西大戯続(山西路)Sbansi 

Theatre 

(10)上海揺影志編纂委員会編、 上:海社会科学院出版、 1999年 10月

(17) g 1伊海租界忘n(前出)])p.519汚20

(18)沈[9苓「窓棟脅議影 (W大衆生活』第 l巻第 4期、 1935年 12月)。ここでは胡

平守 rr抗戦前十年間的海棋楽社会 (19271937)一以影車IJ為中心的探索.!I (前

l:!i) による (1司書、 pp.23-24)

(文教大学)
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